
 
 

平成３０年第１２回教育委員会定例会日程 
 

日 時 平成 30(2018)年 12月 25日（火）午後 1時 30分 

場 所 北栄町役場 第 1委員会室 

１ 開 会 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

３ 行政報告 

   教育長、教育総務課長、生涯学習課長、図書館長、中央公民館長 

 

４ 議 案 

なし 

 

５ 協議事項 

  ・平成 31年度全国学力・学力状況調査の実施について ・・・・・資料１ 

       

６ 報 告 

  ・平成 30年度小・中学校 PTA要望について ・・・・・・・・・・資料２ 

・平成 30年度後期計画訪問報告について ・・・・・・・・・・・別 冊 

  ・12月町議会一般質問答弁について・・・・・・・・・・・・・・別紙３ 

 

７ その他 

  ・次回教育委員会  定例会 1月  日（  ）   時  分から 

                   

８ 閉 会 



 
 

12月行政報告 
＝教育長＝ 
◎業務内容 

１１月２７日 北栄町総合教育会議 

１１月２８日 平成３１年度分支援判定会議 

１１月２９日 北栄町歴史民俗資料館運営委員会 

北栄町文化財保護委員会 

１１月３０日 中学校予算聞き取り 

１２月 １日 大谷こども園生活発表会 

北条みどりこども園生活発表会 

北栄アグリフォーラム 

１２月 ３日 北栄町議会全員協議会 

１２月 ４日 北栄教育連絡会 

１２月 ５日 大栄中学校町長と語る会 

北栄町隣保館運営審議会兼北栄町児童館運営委員会 

１２月 ６日 人権週間事業所訪問 

小学校予算聞き取り 

１２月 ７～２０日 北栄町議会定例会 

県教育委員会人事協議 

わかりやすいじんけんの話 

１２月 ９日 図書館「お話し会とワークショップ」 

１２月１０日 北条中学校町長と語る会 

大栄小学校ＰＴＡ要望 

１２月１１、１２日 教育委員会予算ヒアリング 

１２月１５日 東伯郡ＰＴＡ連合会運営研究会 

１２月１７日 北栄町議会行政報告会 

平成３０年度末人事異動希望校長ヒアリング 

１２月１８日 民生児童委員協議会箇所要望 

１２月１９日 中部教育局長人事協議 

１２月２１日 栄保育所生活発表会 

第３回鳥取県学力向上推進ＰＴ会議 

 

 

第９回 教育連絡会 

平成３０(2018)年１２月４日 

 

★私たちの中心にある一番の目的は 

「子どもたちのために」 

このことを忘れることなく、初心に返って 



 
 

★いじめ問題について 

子ども達の様子をしっかりと観察して、兆候を見逃すことなく適切な対応をお願

いします。 

生徒や保護者からの相談があった場合には、担任が抱え込むことなく、学校内部

で情報を共有し、適切な対応をお願いします。 

 

★報連相＋確認 

報 良い結果も悪い結果も事実をありのまま伝える。 

連 すばやく正確に伝える。組織で情報を共有。 

相 独断で判断せず、早めに上司に相談。相談する際は、問題点を整理して自分

で代案を考えておく。 

確認 結果の確認をしてください。 

 

★登下校時の安全確保 

児童・生徒への注意喚起、自転車運転ルールの徹底（ヘルメット着用、併走禁止）

を図ってください。 

冬休み期間中の自転車運転時のヘルメット着用や、家からや交差点への飛び出し

をしないことの指導をお願いします。 

通学路見守りボランティア、こどもかけこみ１１０番への協力依頼をお願いしま

す。 

 

 

 

〇個人情報の取扱について 

学校で懇談用ファイルを一時紛失するという事故が発生しました。個人情報の取

扱については、平成２０年８月５日付発北教総第１２８号並びに平成２８年６月２

３日付発北教総第１２１号「個人情報の取扱について（通知）」で、適正管理につ

いて繰り返しお願いしていたところですが、この度再び個人情報の入ったファイル

の一時紛失が発生したことは誠に残念です。各所属の管理職は、個人情報の取扱に

ついて下記基準等を熟読の上、適切に取り扱うよう厳しく指導してください。 

・北栄町立学校等情報取扱基準 

・北栄町立学校等情報取扱基準の運用及び解釈について 

・北栄町ＵＳＢメモリ等取扱規程 

 

〇児童、生徒の安全について 

先日、北条中学校で生徒が２階から転落し、足を骨折する事故が発生しました。

各学校に危険箇所がないか緊急点検をお願いしていると思いますが、あれば至急に

報告してください。また、２度と事故が発生しないように児童生徒に注意喚起して

ください。 



 
 

○年末の交通安全県民運動について 

１２月１２日～１２月２１日まで 

運動の重点 

・夕暮れ時と夜間の交通事故防止 

・飲酒運転の根絶 

・高齢者、子ども及び障がい者の交通事故防止 

・全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

 

〇服務規律をはじめとするコンプライアンスの徹底について 

１２月から１月は飲酒の機会が増える時期ですが、飲んでも絶対に飲酒運転はし

ないでください。 

教職員一人ひとりが交通法規の遵守などコンプライアンス意識を徹底するととも

に北栄町立小学校及び中学校職員の服務に関する規程第３条（職務執行にあたって

の基本原則）、第４条（綱紀のの保持）を遵守するよう所属の教職員へ周知し、指導

を行ってください。 

 

○冬休み期間中の過ごし方について 

子どもたちの日々の学習状況の観察や記録等を積み重ねてしっかりとした評価を

お願いするとともに、３学期を見据えた学習指導をお願いします。 

冬休み期間中の過ごし方の指導も併せてお願いします。 

 

〇感染症対策について 

インフルエンザやノロウイルスなど感染症に感染者が多く出る季節になります。

健康観察の徹底や手洗い・咳チェックの励行等に努めてください。感染症に罹患し

たかもしれないときには受診と登校・登園の際には、保護者からの聞き取りをしっ

かり行って感染が拡大しないように対応してください。 

 

〇教育委員会重点施策について 

１１月２７日開催の総合教育会議で、「平成３１年度教育委員会予算 重点施策」

を議論したので、そのときの資料（別紙のとおり）を読んでいただき、関係すると

ころの取り組みを検討してください。 

 

〇常勤、非常勤町費負担職員の成果と希望調書の提出について 

特別支援教育補佐員、ＩＣＴ教育活動支援員、外国語講師、ＳＳＷ、外国語通訳

等支援員、日本語指導員、ＡＬＴ、学校司書補佐員、学校主事補佐員、心の相談員、

発達支援コーディネーター、保育教諭補佐員（加配）、保育リーダーの勤務状況、活

動報告及び成果、配置希望調書を提出してください。 

 

 



 
 

＝教育総務課＝ 

１ 中学生と町長が北栄町の町づくりを語る会について 

12 月 5 日大栄中学校において、12 月 10 日北条中学校において、それぞれ開催

しました。大栄中学校は２年生が、「考えよう未来の北栄」と題してわくわく大栄

から学んだことを基にまちづくりについて考えたことについて発表を行いました。 

北条中は３年生が、北栄町のまちづくりを「地方公共団体の課題から未来の北栄 

町を考える」と題して、社会科の授業で調べた北栄町の現状と課題について発表、

その後、「魅力のある町 住みたい町にするのはどうするか」の提案を行いました。 

 

２ 不登校、問題行動等の状況 

区分 
不登校（30日以上） 問題行動 

（関係者数） 

いじめ 

(被害者数/加害者数） 10月末 11月増 計 

北条小 2人 1人 3人 0 

冷やかし・物を捨てる 2/2  

軽い身体への行為、嫌なことの強要 

1/2 

大栄小 2人  2人 0 
冷やかし・物による身体への被害 

1/1 

北条中 2人 人 2人  家出 1 冷やかし・からかい 6/9 

大栄中 6人 人 6人 0 
冷やかし・からかい 2/4 

軽い身体への行為 1/2 

 

 

＝生涯学習課＝ 

１ 北栄町バレーボール大会について 

日にち 11月 25日 

場 所 大栄体育館等 

参加数 50チーム（男 34、女 16） 

 結 果 

男子の部 優勝 由良宿 2区  2位 土下  3位 大谷Ａ、由良宿 1区 

   女子の部 優勝 西高尾  2位 みどり西  3位 由良宿 3区、由良宿 

2区 

 

２ 第 2回北栄町歴史民俗資料館運営委員会・文化財保護委員会について 

日にち 11月 29日 

場 所 中央公民館 

概 要・平成 30年度事業の振り返り、平成 31年度事業に対する意見、要望等

について協議 

 

３ 第 2回北栄町隣保館運営審議会・児童運営委員会について 

日にち 12月 5日 



 
 

場 所 ほくほくプラザ 

概 要・平成 30年度事業の振り返り、平成 31年度事業に対する意見、要望等

について協議。 

 

４ 人権週間の取組みについて 

  期 間 12月 4日～10日 

概 要・世界人権宣言 70周年の節目の年 

・人権擁護委員と 1日人権擁護委員（町長、議長、教育長）で事業所へ

啓発依頼（3班体制） 

・街頭啓発、町ＨＰ・告知放送等での啓発を実施 

 

５ 北栄町バドミントン大会について 

日にち 12月 9日 

場 所 北条中学校体育館 

参加数 40チーム 

 結 果 

Ａ級 優勝 瀬戸  2位 みどり西  3位 大谷Ａ、みどり南 

   Ｂ級 優勝 国坂浜Ａ  2位 曲  3位 亀谷Ｂ、大谷Ｂ 

 

６ 青少年育成連絡会について 

日にち 12月 11日 

場 所 大栄農村環境改善センター 

概 要・最近の少年非行、地域安全活動の様子について 

   ・長期休業中の各学校、団体等の取組みについて 

 

７ 今後の予定について 

（１）平成 31年北栄町元旦マラソン＆ウオーキング大会について 

   日 時 1月 1日（火） 午前 9時 30分～ 

   場 所 北条農村環境改善センター発着 

   概 要・1kmと 3㎞のコース 

      ・北栄てくてくウオーキング敢歩賞贈呈 

      ・福引き抽選会、カレンダー無料配布 

（２）成人式 

   日 時 平成 31年 1月 3日（木） 午前 10時～ 

   場 所 北条農村環境改善センター 

 

８ ほくほくプラザについて 
①分かりやすいじんけんの話 

「つながる心が笑顔よぶ～認知症を理解し、共に生活するために～」 
日 時 12月 7日（金） 午後 7時 00分～8時 15分 

  概 要・高齢者の人権問題（認知症）についての講演会 



 
 

 講 師 北栄町地域包括支援センター長 池田伸夫さん 
参加者 21名 

 
②絵本の読み聞かせ会 

日 時 12月 9日（日） 午前 10時～11時 
概 要・人形劇「サンタさんありがとう」 

      ・絵本「サンタのおまじない」 
参加者 20名（幼 12、小 1、大 7） 

   日 時 1月 13日（日） 午前 10時～11時 
概 要・人形劇「あたまのうえのかみさま」 

      ・絵本「おもちのきもち」 
 

③冬の寄せ植えとおしゃべりサロン 
日 時 12月 21日（金）午前 9時～11時 
概 要・寒さに強い花苗を寄せ植えしたあと軽食を囲んで会話を楽しむ。 
参加費 100円（軽食材料費） 

      300円（寄せ植え材料費） 
   参加者  名 
 かるた遊びとおしゃべりサロン 

日 時 1月 18日（金）午前 9時～11時 
概 要・中部地区の自然や名所が紹介されているカルタをしたあと軽食を囲

んで会話を楽しむ。 
参加費 100円（軽食材料費） 

④体験教室「しめ縄をづくり」 
日 時 12月 15日（土）午後 1時 30分～午後 4時 30分 
対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）  
概 要・宮川さんに教えてもらいながら、しめ縄を作る。 

   参加費 100円 
   参加者 16名（幼 3小 10大 3）  

「ほくほく食堂」 
日 時 12月 25日（火）午前 9時 30分～午後 4時 
対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）  
概 要・みんなで食事・遊び・冬休みの宿題をする。 
参加費 子ども無料 大人 200円 

   参加者  名 
  職場体験教室「消防署へ行こう」 

日 時 1月 12日（土）午後 1時 30分～午後 4時 
対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）  
概 要・倉吉消防署へ見学に行き消防士さんにお話を聞く。 
参加費 100円 

  体験教室「船上山で雪遊び」 
日 時 1月 26日（土）午後 1時～午後 4時 45分 
対 象 誰でも参加可（幼児保護者同伴要）  
概 要・雪だるま作り、雪合戦、宝探し、スノーチューブなどで遊ぶ。 
参加費 100円 

 

 



 
 

 

             

 

 

＝図書館＝ 
１ 「けんせつ絵本」の展示について 

期 間 11月 日（土）～12月 28日（金） 

場 所 図書館 フロア 

概 要 鳥取県建設技術センターが、子どもたちに建設産業の役割や大切さを

知ってもらうことを目的に、「けんせつ絵本」を展示して、貸出に供す

る。また、12 月 9 日（日）10 時 30 分からはセンターの職員さんによ

る「おはなし会・ワークショップ」を行った。 

参加者数 40名 

 

２ 出前音読教室について 

 日 時 12月 18日（火） 午後 1時～2時 

  場 所 亀谷公民館 

  概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も 

 盛り込む。 

  参加者 12名 

 

３ あたまイキイキ音読教室について 

日 時 12月 20日（木） 午前 10時 30分～ 

  場 所 図書館 研修室 

  概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も

盛り込む。 

  参加者  名 

 

４ クリスマスコンサートについて 

日 時 12月 22日（土） 午後 5時～ 

  場 所 図書館 １階フロア 

  出 演 ゴスペルオーブ（米子市を中心に県内外で活躍するグループ） 

  曲 目 クリスマスソングを中心に、一緒に楽しめる曲   



 
 

  参加者   名 

 

５ 「本の特集」コーナーについて 

期 間 12月 1日（土）～12月 28日（金） 

（図書館 1階フロア） 

 絵本作家どいかやの本、冬の絵本、けんせつ絵本、クリスマスの本、年賀状・

おせち料理、防災、いきいき音読、英語の本 

（北条分室) 

 家庭教育 12か条（12月）「人や物を大切に」、平成元年～平成 10年ベストリ

ーダー、2018年ベストリーダー、大掃除・お正月関係の本、とっとり絵手紙

コンクール 

 

６ 今後の予定について 

（１）新春書家三人展について 

  期 間 2019年 1月 4日（金）～1月 30日（水） 

  場 所 北栄町図書館 玄関ロビーほか 

  概 要 新春を迎え、町内在住の女性書道家三人の作品展を開催する。また、

期間中は館内で「書に関する本」の特集も行う。 

  出展者 道租尾良苑、引田恵華、福新幸世 

 

（２）本の福袋について 

  期 間 2019年 1月 4日（金）～全て貸出されるまで 

  場 所 図書館・北条分室 

  概 要 本のテーマが記されている福袋を図書館 15袋、北条分室 5袋限定で 

貸出す。新たな本との出会いを提供。 

 

（３）あたまイキイキ音読教室について 

日 時 2019年 1月 17日（木） 午前 10時 30分～ 

  場 所 図書館 研修室 

  概 要 昔話や絵本、童話などを参加者全員で声に出して読む。手遊び、歌も

盛り込む。 

 

【特徴的な事項】      

 １ 図書館の貸出状況等について 

   平成 30年 11月分の貸出等実績 

  来館者数（人） 貸出冊数（冊） 

11月分 

（前年分） 

図書館 

 

  3,473 

 （3,643） 

   4,113 

  （4,764） 



 
 

 北条分室   1,158 

 （1,169） 

2,125 

（1,836） 

4月からの累計 図書館   31,144 

 （30,965） 

   38,645 

  （41,146） 

北条分室   10,210 

 （10,822） 

   17,881 

  （18,366） 

 

 

＝中央公民館＝ 

１ 中央公民館ロビー展について 

(1)日 時 12月 4日（火）～12月 15日（土） 

概 要 陶芸教室作品展 

 

(2)日 時 12月 16日（日）～12月 28日（金） 

概 要 木工クラブ・俳句教室作品展 

 

２ 平成 30年度シニアクラブについて 

(１)12月総合学習 

  日 時 12月 3日（月）午後 2時～4時 

  場 所 大栄分館 講堂 

概 要 防災講座「いつでもどこでも命をまもるために」 

講 師 琴浦消防署 予防係長 福山浩史 さん 

参加者 19名 

 

(２)12月コース別学習 

日 時 12月 17日（月）午後 2時～4時 

場 所 中央公民館 講堂ほか 

概 要 パソコン・ニュースポーツ・歌唱・習字・絵手紙・フラダンス・ 

食を考える・絵画の８コース 

参加者 93名 

 

３ 青少年講座おもしろまなびタイムについて 

「七宝焼きでキーホルダーをつくろう！」 

日 時 12月 5日（水）   午後 4時～5時 15分 

  場 所 中央公民館 調理室 

  講 師 ものつくり道場  岡本尚機 さん 

  参加者  26名 

 

  「おやつ作りにチャレンジ！」 



 
 

日 時 12月 19日（水）   午後 4時～5時 15分 

場 所 中央公民館 調理室 

講 師 管理栄養士 河本順子さんとシニアクラブの食を考えるのみなさん 

参加者 24名 

 

４ 成人対象講座 

 「砂丘太鼓体験講座」（伝統・伝承講座） 

 日 時 12月 16日（日）  午後 1時 30分～3時 

 概 要 砂丘太鼓の基本的な叩き方など体験。 

 講 師 北条砂丘太鼓連 津島 稔 さん 

 参加者  14名 

  

５ 今後の予定について 

・中央公民館ロビー展について 

日 時 1月 4日（金）～1月 31日（木） 

概 要 北条中学校美術作品展 

 

・シニアクラブ学習について 

  総合学習   1月 7日（月） 午後 2時～4時 

    暮らしの講座 「地域のお助けに感謝して」 

    レクリエーション介護士 岩室 久美子 さん 

 

コース別学習 1月 21日（月） 午後 2時～4時 

    パソコンほか８コースの学習 

   

・青少年育成講座おもしろまなびタイムについて 

 「凧を作って遊ぼう！」 

日 時 1月 9日（水）   午後 4時～5時 15分 

  場 所 中央公民館 講堂、北条体育館 

  講 師 地域ボランティア 岸田 泰彦 さん 

 

 「ニュースポーツで遊ぼう！」 

  日 時 1月 23日（水）   午後 4時～5時 15分 

場 所 中央公民館 講堂 

講 師 福祉レクネットワーク鳥取代表 玉木 純一 さん 

 

・成人対象講座について 

「第２回 つまみ細工体験講座」（伝統・伝承体験講座） 

日 時 1月 19日（土） 午前 9時 30分～11時 30分 



 
 

概 要 つまみ細工で髪飾りやブローチを作る。 

講 師 ままごとくらぶ 野田ゆり さん 

 

 「英会話を楽しもう！」（教養講座） 

  日 時 1月 17日（木）1月 31日（木）2月 14日（木） 

  概 要 日常的な英会話を通じてコミュニケーションのとり方や異文化を学

び国際社会の視点で教養を高める。 

  講 師 オーウェン・ファイファー さん 

 

・第 13回公民館まつりについて 

「作品展」 

  日 時 1月 26日（土）～2月 3日（日） 午前 9時～午後 5時 

    ※初日「オープニングセレモニー」午前 9時 30分～ 

  場 所 北条農村環境改善センター 

     その他 お体験コーナー 

「芸能発表会」 

  日 時 2月 3日（日）午前 9時 30分～午後 4時  ※受付：午前 9時 

  場 所 大栄農村環境改善センター 

 

＝中央公民館大栄分館＝ 

１ 中央公民館大栄分館ロビー展について 

（１）日 時 12月 1日（土）～28日（金） 

概 要 写真愛好会作品展 

 

２ 子どもほくえい塾について 

「絵文字を書こう」 

日 時 12月 8日（土） 午後 1時 30分～3時 30分 

  概 要 パステルアートと絵文字アートで世界に一つだけの作品をつくる。 

  参加者 10名 

 

「そば打ち体験」 

  日 時 12月 16日（日） 午前 10時～午後 1時 

  概 要 みんなでそば打ちをして食べる。 

  参加者 10名 

 

 「募金活動でちょボラ」 

  日 時 12月 9日（日） 午前 11時～12時 

  概 要 赤十字奉仕団の皆さんと歳末たすけあい街頭募金活動を行なう。 

  場 所 東宝ストア由良店 



 
 

参加者 5名 

 

３ 小筆教室 

  日 時 12月 4日（火）、12日（火） 午前 9時 30分～11時 30分 

概 要 毛筆で小さい字を書く。 

  参加者 5名 10名 

   

４ 今後の予定について 

・中央公民館大栄分館ロビー展について 

日 時 1月 4日（金）～15日（火） 

概 要 新春書き初め展 

  

日 時 1月 16日（水）～31日（木） 

  概 要 手づくり教室作品展 

 

 ・子どもほくえい塾 

「船上山で雪遊び」 

 日 時 1月 12日（土） 午前 8時 30分～午後 4時 30分 

 概 要 いろいろなタイプのそりやスノーチューブで遊ぶ。 

 場 所 船上山少年自然の家他 

 

「書き初め大会」 

  日 時 1月 14日（月） 午前 9時～11時 

  概 要 新年にふさわしい半紙作品と書道パフォーマンスで大きな作品を作 

る。 

 指 導 大栄書道愛好会員 

 

・小筆教室 

日 時 1月 15日（火）29日（火） 午前 9時 30分～11時 30分 

概 要 毛筆で小さい字を書く。 

  講 師 道祖尾 良苑 さん  

 

・男性料理教室 

日 時 1月 17日（木） 午前 10時～午後 1時 

概 要 楽しく作って食べる。 

  講 師 吉岡 豊 さん  

 



平成３１年度全国学力・学習状況調査について 

（参考）平成３１年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領 

（平成３０年１２月１４日文部科学省）より抜粋 

１．調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況 

を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における児童生徒 

への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関 

する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２．調査の名称 

平成３１年度全国学力・学習状況調査（改元に伴う名称変更あり） 

 

３.調査について 

（１）実施日     平成 ３１ 年 ４ 月 １８ 日（木曜日） 

（２）調査の対象とする児童生徒 

○国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

・小学校調査 

小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 

・中学校調査 

中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年，中等教育学校第 3学年，特別支 

援学校中学部第 3学年 

 

○特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち，調査の対象 

となる教科について，以下に該当する児童生徒は，調査の対象としないことを原則とする。 

・下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

・知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受 

けている児童生徒 

 

（３）調査事項 

○教科に関する調査 

・小学校調査は，国語、算数とする。調査時間はそれぞれ４５分とする。 

 

・中学校調査は，国語、数学、英語とする。国語、数学の調査時間はそれぞれ５０分とする。 

英語の調査時間は，「聞くこと」，「読むこと」，「書くこと」に関する問題は４５分 

とし，「話すこと」に関する問題は，１学級当たり５分（準備や移動に要する時間を含み１５ 

分）程度とする。 

 

（ア）出題範囲は，調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし，出題内容は， 

それぞれの学年・教科に関し，以下のとおりとする。 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活にお 

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想 

を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 



※調査問題では，上記①と②を一体的に問うこととする。 

従来のＡ問題(知識・技能等)とＢ問題（活用等）という区分を見直す。 

 

（イ）出題形式については，国語及び算数・数学においては，記述式の問題を一定割合で 

導入する。英語においては，「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと」，「書くこと」に関する問題 

を出題し，記述式の問題を一定割合で導入するとともに，「話すこと」に関する問題の解答 

は，原則として口述式によるものとする。 

 

※英語「話すこと」に関する問題は，初めて各学校のコンピュータ教室等の PC 端末等を 

活用し，音声録音方式で実施するものであり，各学校の ICT 環境が様々であることから， 

平成３１年度に限り，特例的な措置として，以下のとおり，取り扱うこととする。 

 

⇒「話すこと」に関する問題については，設置管理者が各学校の ICT 環境の整備状況を 

把握し，各学校の状況を十分踏まえた上で，検討し，設置管理者の判断により学校単位 

で「話すこと」に関する問題を実施しないこととすることができる。 

⇒「話すこと」に関する問題の実施状況については，調査実施後に文部科学省において 

確認の上，実施校の全国総数のみを公表する。 

⇒中学校英語調査の結果については，「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計を集計 

する。また，「話すこと」に関する問題の結果については，全国の平均正答数及び平均 

正答率を別に集計して「参考値」として公表することとし，都道府県別，指定都市別の公 

表は行わない。 

⇒「話すこと」に関する問題を実施しなかった学校においても，「話すこと」に関する問題及 

び調査結果を活用した授業改善が行えるよう，調査実施後すみやかに，調査問題，正 

答例，問題趣旨及び解答類型を公表する。 

 

○質問紙調査 

・調査する学年の児童生徒を対象に，学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に 

関する質問紙調査（以下「児童生徒質問紙調査」という。）を実施する。 

 

○学校質問紙調査 

・学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備の状況 

等に関する質問紙調査（以下「学校質問紙調査」という。）を実施する。 

 

（４）教育課程上の位置付け 

・教科に関する調査については，以下のとおり，当該教科の授業時数の一部として取り扱うこ 

とを可能とする。 （ア）小学校調査 ： 国語及び算数：それぞれ１単位時間相当 

（イ）中学校調査 ： ① 国語及び数学：それぞれ１単位時間相当 

② 外国語：１.３単位時間相当 

・児童生徒質問紙調査については，特別活動（学級活動）の一部として取り扱うことを可 

能とする。 

 

平成３１年度全国学力・学習状況調査に （  参加 ・  不参加 ） 



























一 般 質 問 答 弁 書 

平成 30年 12月 13日 

質問事項番号 ６番 質問議員名 町田 貴子（５番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

いじめ・不登校の対応について。 

・対応はどう考えているか 

・アンケートやいじめをなくそうサミットの成果は 

・専門の機関との連携とあるがどうか 

・フリースクールの推進を 

・フリースクールに通う家庭への支援を 

答  弁  者 町長 担当課 教育総務課 福祉課 

〔答弁要旨〕 

町田議員のご質問にお答えします。 

教育委員会や学校の対応状況などにつきましては、教育長が答弁をいた

しますが、フリースクールの授業料の助成につきましては、生活困窮者支

援事業の一つとして支援ができないか検討中でございます。 
 

質問事項番号 ６番 質問議員名 町田 貴子（５番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

いじめ・不登校の対応について。 

・対応はどう考えているか 

・アンケートやいじめをなくそうサミットの成果は 

・専門の機関との連携とあるがどうか 

・フリースクールの推進を 

・フリースクールに通う家庭への支援を 

答  弁  者 教育長 担当課 教育総務課  

〔答弁要旨〕 

 町田議員のいじめ・不登校の対応について のご質問です。 

初めに町として「いじめ・不登校」についての対応はどのように考えて

いるか とのご質問です。 

平成 25年度制定の「いじめ防止対策推進法」が施行後３年経過したこと

により国・県において「いじめ防止等のための基本的な方針」が改定され

ました。これを受けて、町教育委員会では、平成 29年度に「いじめ防止等

のための基本方針」の見直しを行いました。各学校においても同様に「学

校いじめ防止基本方針」の改定を行ない「いじめ防止対策委員会」を設置

しております。 



いじめの未然防止の取り組みを行うことは当然のこと、いじめの兆候を

見逃すことなく、また、重篤な事案になることを防ぐために、いじめの積

極的な認知を行なっているところです。 

また、いじめが発生した場合は、教員が一人で抱え込むことなく、組織

として学校全体で解決にあたることが必要であると考えております。 

その他、年に一度、各小中学校、児童相談所、スクールサポーターから

なる「北栄町いじめ問題対策連絡協議会」を開催し、取り組みの成果や課

題などの話し合いを行っております。 

不登校につきましては、特に小学校での出現率が高いことから、今年度

は県の事業を活用して（北条）小学校に「学校生活適応支援員」を配置し、

児童の話し相手や悩みの相談などの対応を行なっております。 

また、不登校の要因として家庭に起因する要因も多く、家庭と学校が連

携して問題解決をしなければならないケースも増えてきており、昨年度か

らスクールソーシャルワーカーを配置しその対応をしている所であります。 

その他、児童生徒の心に働きかけるカウンセリングを行なう「スクール

カウンセラー」や、中学校では、生徒が気軽に悩みを相談できる「心の教

育相談員」を配置しており、教育相談事業の充実を図っております。 

 

次に、まちづくりビジョンの施策「家庭と地域で育てるための支援」の

非行、不登校への対応について、その具体的な実行性のある取り組み、関

係機関との連携についてのお尋ねでございます。 

先ほど申しましたスクールソーシャルワーカーを中心に、家庭や中部子

ども支援センターなどの関係機関と連携をはかり、学校の支援会議を重ね

ていく中で、１年近く不登校であった児童が中部子ども支援センターの通

級へとつながり、学校行事に参加できるようになった事例もございます。 

 先日、小学校への計画訪問を行なった際には、不登校または不登校傾向

にあった児童の姿が多くあり、大変嬉しく思ったところでございます。 

専門機関との連携につきましては、不登校であれば、中部１市４町が負

担し運営している「中部子ども支援センター」や医療機関、いじめや問題

行動であれば、児童相談所、県警のスクールサポーターなどと必要に応じ

て連携をとっており、先ほどお話しした様な成果につながっております。 

 

次にアンケートや「北栄町いじめをなくそうサミット」の取り組みの成

果についてのご質問でございます。 

いじめに対するアンケートにつきましては、教育委員会では年２回無記

名で実施をしていますし、各学校でも独自のアンケートを行っています。

その他、楽しい学校生活を送るためのアンケート（ハイパーＱ-Ｕ）も行っ

ています。アンケートを定期的に行うことでいじめの早期発見を行うこと



ができ、その都度、教育相談を行い児童生徒の指導を行っております。 

「北栄町いじめをなくそうサミット」につきましては、毎年８月に町内

小中学校の児童生徒の代表が集い、より良い学校生活を送るためにはどう

したらよいのか、いじめをなくすためにはどうしたらよいのか を話し合

い、アピール文を作成します。今年は２名の議員の方にもご参観いただき

ました。 

参加した児童生徒は各学校の全校集会などでサミットの参加報告を行い、

また、各学級での人権学習の討議につなげるなど学校全体で実践していま

す。また、先日開催した人権フェスタで北条小学校の児童がその成果を発

表いたしました。 

 

次に、フリースクールについて町として推進していくことのご提案です。 

不登校の児童生徒の学びを保障していく中で、フリースクールの利用も

一つの選択肢であると思います。その決定は児童生徒やその保護者がされ

ることであり、推進というよりは、情報提供としてフリースクールを紹介

するのが良いのでは と考えます。 

フリースクールへの入級を決定された場合には、児童生徒やその保護者

の気持ちをしっかり受け止めながら学校とフリースクールが連携協力する

ことが必要であると考えておりますし、教育委員会としても協力していき

たいと考えているところでございます。 
 

質問事項番号 ７番－４ 質問議員名 斉尾 智弘（７番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

夜間中学の設置について 
学び直しを希望する者の教育を受ける機会の確保についてどのよう

に考えるか 

本町への夜間中学設置者のニーズは存在すると考えるが伺う 

未就学者の就学機会の確保のためどのような措置を行なったか 

夜間中学の設置に関する協議会について 

夜間中学の開校に向けた準備をすべき 

答  弁  者 町 長  担当課 教育総務課  

〔答弁要旨〕 

次に、夜間中学の設置について のご質問でございます。 

このことにつきましては教育長が答弁いたしますが、現在、県教育委員

会が設置についての方向性を検討していると聞いておりますので、今後の

動向を注視したいと思います。 
 

 

 



質問事項番号 ７番－４ 質問議員名 斉尾 智弘（７番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

夜間中学の設置について 
学び直しを希望する者の教育を受ける機会の確保についてどのよう

に考えるか 

本町への夜間中学設置者のニーズは 

未就学者の就学機会の確保のためどのような措置を行なったか 

夜間中学の設置に関する協議会について 

夜間中学の開校に向けた準備をすべき 

答  弁  者 教育長  担当課 教育総務課  

〔答弁要旨〕 

斉尾議員の夜間中学設置についての ご質問にお答えします。 

初めに、もう一度学びたいと希望する場合の教育を受ける機会の確保に

ついてどのように考えるか とのご質問です。 

平成 28年に教育機会確保法が公布され、様々な理由により就学の機会が

提供されなかった者への支援として、「地方公共団体は夜間中学などの就

学の機会の提供などの措置を講じること」とされました。 

これにより、現在、全国で８都道府県に 31校の夜間中学が設置されてい

るところです。 

教育機会確保法の公布を受けて定められた基本指針において、「全ての

都道府県に少なくとも一つは夜間中学校等が設置されることを促すこと」

とともに、夜間中学等の設置に係るニーズの把握や設置に向けた準備を推

進することが示されたことを受け、鳥取県教育審議会に「夜間中学等調査

研究部会」が設置され、鳥取県における夜間中学の設置の方向性について

検討が進められているところでございます。 

 

次に本町への夜間中学設置のニーズは存在すると考えるがどうか のご

質問でございます。 

不登校であった生徒についてはその多くが進学をしておりますので、ニ

ーズがあるのかについては不明でございます。 

なお、先ほど述べましたとおり県教育委員会において、様々な理由によ

り義務教育を十分に受けられなかった方々や、不登校となっている生徒や

保護者を対象にしたニーズ調査を実施しております。 

  

次に教育機会確保法では「夜間その他特別な時間において授業を行う学

校における就学の機会の提供、その他の必要な措置を講ずるものとする」

とあるが、本町ではどのような措置を行ったか とのご質問でございます。 

先ほど申し上げましたとおり、県教育委員会において検討が進められて

いる段階ですので、本町独自での措置については行っておりませんし、設



置に関する協議を行う協議会の設置もしていないところでございます。 

 

次に本町でも夜間中学の開校に向けた準備をすべきと思うがどうか と

のご質問も同様でございまして、町独自で何か準備を行うことなどは現在

のところ考えていないところでございます。 
 

質問事項番号 ７番－２ 質問議員名 斉尾 智弘（７番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

小学校の空調化について 

中学校のエアコン設置にあたり、電気とガスコストを比較検討

したか。 

災害時避難所として使用する体育館にエアコンの設置を 

答  弁  者 町 長  担当課 教育総務課 総務課 

〔答弁要旨〕 

次に小学校の空調化について のご質問です。 

学校へのエアコン設置にあたりＥＨＰ（電気モータヒートポンプ）とＧ

ＨＰ（ガスヒートポンプ）についてイニシャルコストなどを比較検討した

のか とのご質問です。 

平成 29年度に町立学校４校の空調機設置のための実施設計を行いました

が、その中で簡易的ではありますが比較検討をしております。 

15 教室にそれぞれの空調設備を設置した場合で、イニシャルコスト、ラ

ンニングコストを比較し 15 年間で約 4,700 万円の差が出ることや、ＣＯ2

の排出を比較した環境性やメンテナンス、信頼性においてＥＨＰ（電気モ

ータヒートポンプ）がＧＨＰ（ガスヒートポンプ）より総合評価で優位で

ございました。 

次に、災害時に使用する体育館へのエアコン設置についてのご質問でご

ざいます。 

9月定例議会の一般質問においても答弁をいたしておりますが、費用対効

果を考えますと体育館のエアコン設置は現実的ではないと考えており、避

難所として緊急に使用する場合などはレンタル等での対応を考えておりま

す。 
 

質問事項番号 11番 質問議員名 秋山 修（４番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

町財政運営について。 

・給食費の過去の未収金はどのような対応をしているか。 

答  弁  者 町長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 



過去の給食費につきましては、町が債務を引き継ぎ、徴収を行なってお

ります。 

現在の対応としましては、子どもが在学中の保護者については、在学中

の完納を目指して個別に納付誓約書を作成し計画的な納付が進んでおりま

す。 

子どもが中学校を卒業した保護者の中には、時効２年を経過しているも

のもありますが、時効の援用がないことから時効消滅していない状況が続

いております。 

今後、支払督促など法的措置を行っていくのか、債権放棄を行なうのか

など、あらためて債権を整理し対応していきたいと考えているところでご

ざいます。 
 

質問事項番号 13番-3 質問議員名 長谷川昭二（１番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

学校給食費の保護者負担について 

・保護者の負担軽減を 

答  弁  者 町 長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

次に 学校給食費の保護者負担の軽減について でございます。 

本町の学校給食費の現状を申し上げますと、今年度、小学校では１食 278

円で年間の一人当たりの給食費は約５万３千円、中学校では 1 食 330 円で

年間約６万５千万円になります。年間で児童生徒の合計約 6,800 万円を給

食費として保護者のみなさんに負担していただいています。 

ただし、調理にかかる人件費や光熱水費、給食センターの維持費など約

6,700万円は給食費に含めず町費で負担しております。 

経済的に苦しい世帯に対しては、要保護世帯で全額、準要保護世帯で７

割を就学援助制度で給食費の援助を行っておりますし、仮に無料にする場

合には約 6,800 万円の財源が必要となりますので、給食費の軽減を行うこ

とは考えておりません。 
 

質問事項番号 13番-3 質問議員名 長谷川昭二（１番） 

質 問 事 項 

（質問要旨） 

学校給食費の保護者負担について 

・保護者の負担軽減を 

答  弁  者 教育長 担当課 教育総務課 

〔答弁要旨〕 

長谷川議員の給食費の負担軽減について のご質問にお答えいたします。 

給食費は子ども達に対する食事の提供という側面を有していることから、



その食事の材料費として小学校では１食 278 円、中学校では 1 食 330 円を

お支払いいただいております。経済的に苦しい世帯に対しては、就学援助

制度をご活用いただき負担を軽減しております。 

給食の献立は、栄養バランスを考え、児童生徒が給食を楽しみにできる

よう最大限工夫しており、それに見合う給食費であると考えております。 

また、今年度は町費を上乗せして提供する「サプライズ給食」を実施し、

児童生徒に大変好評でございました。来年 1 月の学校給食週間には２回目

のサプライズ給食を行なう予定です。 

学校給食の実施に必要な経費については、従来から学校の設置者と給食

を受ける児童生徒の保護者がそれぞれに分担してまいりました。学校給食

会が解散し、今年度から公会計化になりましたが、その考え方には変わり

はなく、給食費の負担軽減は考えていないところでございます。 
 

 

 

 

 

 

 

 


